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1主 題 設 定 の 理 由

現代の高校生 は多様 な音 楽に取 り巻かれて生活 している、音楽 は彼等の生活 と切 り離せ ない

もの になってお り、気が向けば、いつで も自分の好 みの音楽 を選択 し楽 しむ ことがで きる。 ま

た、街頭でギ ター を手 に歌 っている若者 を見 るたびに、彼 らの音楽 に対する情 熱に感嘆せ ざる

を得ない。現代の高校生は、音楽 の楽 しさを十分享受 し、音楽 を生活 を豊か にする手段 と して

見事 に活用 している ようである。

一 方
、我が国の音 楽の専 門教育(早 期教育)は 、欧米 に も広 く認め られているところであ り、

専 門高校(音 楽科)で は、専 門的 な知識 ・技術 を身に付 けるため、 日々研鐙 を積 む高校生 の姿

がある。 こう した専 門教育 の結果 、今や我が国は、世界的 な 日本人演 奏家や、注 目される若手

音楽 家が輩出する時代 を迎 えてい る。 こう した我 が国の社会 に普及、浸透 している音 楽 に、公

立高校 における音 楽の授業が これ まで どうかかわって きたの だろうか。 こう した大 きな問題 を

感 じつつ、研 究員一 同、所属す る学校の生徒 の実態 につい ての意見 交換 に時間をかけた。そ の

結果 、様 々な高校生 の姿 と課題が浮かび上 がった。

① 合 唱活動 には積極的であ るが、その他 の活動 にあ ま り興 味 を示 さない傾 向が ある。

② 教 師 との信頼 関係 を築 くまで時間がかか り、声や感情 をあ ま り表 に出 さない生徒が 見 ら

れる。

③ ア ンサ ンブルの際 、互いの演奏する音 を十分聴 き合わないため、音楽的 なま とま りが不

足 しが ちで ある。

④ 音楽的 な表現 をす るため に意見 を述べ た り、他人の音 楽解釈 を認 めたが らない傾 向があ

る。

⑤ 教科書 に取 り扱 われている教材 に、概 して興味 を示 さない。

⑥ 最近 、専 門学科高校で も多様 な生徒が入学 して来る ようになった結果、音楽的 な技量 の

個人差が以前 よ り大 きくなって きている。

こう した課題 は、普通科専 門学科 ともに、価値観の多様化 の進展 とい う社会の大 きな流れに、

高校生 の発達段階特有の悩みが加 わ り、生 じてい ると思 われる。教師 は、音楽が感情(情 緒 ・

情動)の 働 きと深 くかかわ る教科 であるこ とを再確 認 し、多感 な高校生た ちの心 に、芸術(音

楽)の 果 たす役割 を十分考 えて授業 を行 う必要がある。この視点か ら、音楽の授 業で教師が 生

徒 に、第一 に何 を身 に付 け させ たいか話 し合 った ところ、次の2点 に絞 られた。

① 音楽 を通 して生徒 同士 が互いに尊重 し合 う態度や 能力。② 音楽 を通 して、 自分の感 じ

方(感 性)や 表現 に自信 をもたせ、 自己発見す る力を身に付 けさせ る。

この能力 を伸 ばす ため には、表現活動の際、音 をよく聴 き合い互いの表現 意図を感 じ合 う場

をで きるだけ多 く設定 し、声部 の役割や 自他のパー ト相互 の関わ りを把握 させ 、考え させ る こ

とで、主体的 な表現や 自己発見へ とつ なが るのではないか と考 えた。

次 に、 どう授 業 を工 夫すれば、新鮮 な気持 ちを保 ちなが ら練習 を続け、音 楽的に満足 の得 ら

れる表現へ と高める指導 がで きるかが大 きな課題 である。このために、教 師は、生徒 が音 楽 の

授業 に何 を求め、何 を感 じているかを しっか り把握す る必要がある。 また、教材 につ いては、

多感 な時期 の揺 れ動 く感情 を映 し出 した教材 を開発 し、教師が生徒 の反応 を受 け止 める工 夫 を

す れば、個々の生徒 の内面 にお いて、主体 的な音楽活動が可能になる と考 えた。 この よ うに、

生徒 理解 と教材 開発 を工夫 をす ることによって、音楽 を通 して、生徒 が互 いに尊重 し合 い 自己

発見 を促す授業 を展 開で きる もの と考え、本研究主題 を設定 した。
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II研 究の経過

【4月 】

月例会 にお いて、各学校 の実状 について、意見交換 し合 うこ とか ら研 究主題の設 定 に向 け研

究 を開始 した。

【5月 】

授業 の現状 と課題 について討議 した。各学校か らの報告 に基づ き、高校生の音楽に対す る意

識や趣味 は どの程度 多様 化 しているのか、 とい う声が出 された。また、指導法 について は、合

唱 にお ける声 に関連 した課題 が多 く出 された。いか に豊かな声 を出させ るか、授業 にお ける雰

囲気づ くりをどの ように工 夫す るかにつ いて、研究 を進めたい との意見が多 く出 され た。

【6月 】

前 回の確 認 を受け、高校生の音 楽 に対す る意識の多様化 について引 き続 き検討 した。こ う し

た生徒 一人一人 に応え るため、「主体的」 とい う文言 を研究主題 に含めたい と考 え、「多様 化す

る音楽環境 において、生徒 が生 き生 きと、主体 的に活動す るための授業 の研究」 と主題 を設定

した。 しか し、 この中の音楽環境 とは、 どこまでの範囲 を研 究 と して取 り扱 うか、また、言葉

として広 くとらえ過 ぎである との意見 が出 され、さ らに検 討 を続 ける こととした。

【7月 】

指導 案 を作 成す るにあた って、具 体的に どの ような内容 にをす るか検討 した。その結果、テー

マを再 考す る必要が出て、「多様化 した生徒 の興味関心 を生か した指導 の工 夫」 とした。 また 、

「生 き生 きとした」 とい う文言 を、サ ブテーマ として盛 り込 む方向で検 討 した。

【8月 御岳 集会】

生徒 の個性 を一層重視す る趣 旨をよ り明確 にす るため、 さらに主題 を検討す る必要が生 じた。

音楽 には、人 と人 とを結ぶ力があ り、心 を動 かす力があ ることを踏 まえたい とい う意見 か ら、

「多様化す る生徒 を受 け止 め、生徒 の個性 を生か し、音楽 に よる コ ミュニ ケー シ ョン能力 を高

める授 業の在 り方」 と主題 を設定 した。 しか し、音楽 におけ るコミュニケーシ ョン能力へ の ア

プ ローチが難 しく、む しろ教師の生徒理解 と生徒 の音楽 に対する 自己理解 を、深め るこ とを重

視す るべ きであ る。 と考 えた結果、生徒 が音楽 の授業 を通 して、 自己発見(こ れまで にない新

しい 自分の感 じ方 に気付 く)を 促 す必要が ある と結論が出た。「音 楽 を通 して、 生徒 が互 い に

尊重 し合い 自己発見 を促す授 業の在 り方」 という主題 を正式 に設定 した。

【9月 】

8月 の御岳集会の成果 を基 に、指導法の工夫 の具体化 に向け協 議 を深 めた。報告書作成 を念

頭 に置 き、 まとめ方 を協議 した。その結果 、高校生の音楽の意識の多様 化について検証す るた

めの、意識調査 を事 例 に含め ることに した。

【10月、11月 】

所属 校の生徒 を対象 に、高校生の音楽に対す る意識調査 を実施 した。報告書の作成 に向けて、

研 究主題 に沿 って具体的 な事 例 を持 ち寄 り原稿 の推敲 、まとめ作 業 を行 った。これ と併行 して、

2月 の研 究発表 に向けて、本研 究主題 を生 かす指導案づ くりを目指 し、検討作業 に入った。
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事例1 高校生の音楽に対する意識調査

1調 査の 目的

高校生の音楽 に関す る意識や嗜好 が、専 門高校(音 楽科)の 生徒 と、普通科 の生徒 との問で

どの程度共通す る部分があ るのか。 この疑 問が この調査の動機 である。研究員一 同、この調 査

を通 して、専 門高校(音 楽科)と 普通科 の共通点であ る 「現代 に生 きる高校生」の意識 と嗜 好

の実態 に迫 りたい と考 えた。

次 に、専 門高校(音 楽科)で は、 これまで、我が国の音 楽文化 を支 える専 門家 を育成す る こ

とを 目指 し、専 門教育 を行 って きた。 しか し、専門高校(音 楽科)に 入学 して くる生徒 の多 様

化が進みつつあ る現在、社会の変化 とともに、専門高校(音 楽科)に 対す る期待 が変化 して き

てい るのではなか ろうか と考 える。 このこ とか ら、専 門高校(音 楽科)の 生徒 を対象 と した、

専 門科 目に関す る意識調査 を併せ実施す るこ とと した。

1質 問項 目

普通科対 象

① 日常好 んで聴 く音楽 はあ りますか。

② 「あ る」 と答 えた人 に質問 します 。 主

に聴 く音 楽 の ジ ャンルは何 です か。(表

i)

③ クラシ ック と答 えた人 に質問 します。

好 きな理 由はなんです か。(表3)

④ クラシ ックと答 えた人 に質問 します。

好 きな曲 目を書いて くだ さい。

⑤ クラシ ック以外 を選んだ人に質問 しま

す 。ク ラシックを主 に聴 かない理 由は な

んです か。(表4)

⑥演奏 で きる楽器 はあ りますか。

⑦ 「ある」 と答 えた人へ の質問。 演奏 で

きる楽器 と経験年数 を答 えて くだ さい。

⑧ 「ない」 と答 えた人 に質問 します 。 楽

器 を演奏 で きるよ うにな りたいですか。

⑨ 「で きる ようにな りたい」 と答 えた人

に質問 します。楽器 の種類 はなんですか。

⑩ 好 きなアーティス トがいれば書 い て く

だ さい。 またその理 由を書いて ください。

⑪ 音楽 を聴いてい ると き、あ なたが良 い

と思 う演奏 はどん な演奏ですか。(表13)

⑫ 日本の伝統音 楽 について知って い る こ

とがあれば書いて くだ さい。

音楽科対象

①音楽 を専 門 に勉 強 したい と思 ったの は

いつですか。

②音楽 を勉 強するに当たって、誰 と相談

しま したか。

③普通科 の⑬ と共通(表2)

④本校 の音 楽科 目の 中で好 きな科 目があ

れば3教 科以 内で書 いて くだ さい。(表

5)

⑤本校 の音楽科 目の中で嫌い な科 目が あ

れば3教 科 以 内で書 い て くだ さい。(表

6)

⑥本校の音楽科 目の中で絶対 に必要 と思

う科 目を3教 科 以 内あ げて くだ さ い 。

(表7)

⑦本校の音楽科 目の中で履修す る必 要 の

ない と思 う科 目あれば3教 科以 内 であ げ

て ください。(表8)

⑧現在 は本校にない科 目で、今 後勉 強 し

てみ たい科 目 ・分野が あればあ げ て くだ

さい。(表9)

⑨普通科 の① と共通(表1)

⑩ 演奏する とき音楽的 な演奏 をす るため

に気 をつけているこ とがあれば書 い て く

ださい。(表15)
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⑬ 中学校の音楽 の授業で印象 。残 ってい

る と 楽 しか った

く だ さ い 。

とがあ れば書 いて

⑭ 高校の音楽の授業で取 り上 げて もらい

た い 分 野 を書 い て くだ さい 。

⑪普通科の① と共通(表13、14)

⑫ あなたに とって音楽 とは なんですか。

⑬ あなたは将来、音楽 とどの よ つ

わ りた いで す か 。(表16、17)

2 調査時期 ・調査対象 平成11年11月 中旬～下旬 ・対象 は今年度の研究員が所属 す る都立 高

校、全 日制課程(普 通科4校 、音楽科1校 、音楽選択者 のみ 、生徒317名 普 通 科221名 、 音

楽科96名)

3 調査結果(自 由記述 は省略)
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アンサンブルf2Kf

ですか.

奮聚

珊駕
畜楽史 4

醐声 5
肝書 碗楽貞 6

厳い 3対位法 0
どちらとも書えない io藁式 x

オーケストラ 6
コーラス z

分からない
一

1
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(表11)

アンサンブルが好倉

な理由は

fcんですか.

音楽

Q%

友達と共演できるので

楽しい 昭
一人では分からないことが

得られる u

いろいろな楽盟について

知ることがでrる 3

ハーモニーの蔓しさを適究

で愈る 13

いろいろな曲を演奏で豊る 3

緊頭感がある 1

その他
.
7

(衰12)

本校入学以藺に

クラブ活動や地峨の

音楽活動にsmし て

いましたか

音楽
斜駕

才一ケストラ 罵3

プラスパンド 20

麹歌隊 4

コーラス 12

軽音楽 ・パンド 3

盟楽合奏・室内叢 6

督聚クラブ b

その他 3

参加していnい 33

(衰13〕

4考 察 と ま と め

【普 通科 、 音 楽科 共 通 の 質 問】

・日常 、 主 に聴 く音 楽 の ジ ャ ンル}

ク ラシ ッ ク音 楽 を聴 くの 回答 が 音 楽 科 が37%

で あ る の に対 して 、 ポ ッ プ ス

●

儀16》

あ る の が興 味深 い。(表1)

中学 校 の授 業 につ い て の 質問 で は 、 普 通科 、音 楽 科 共 に合 唱 コ ン クー ル をあげて い る。 また、

同 じ く、 な し、無 回答 が30%を 越 える結 果 とな っ た。 これ は中 学校 の音 楽 の授 業 に お け る合

唱 コ ンク ー ル の成 果 と と もに、 な し、無 回答 の意 味 は重 く受 け止 め る必 要 が あ る 。 また 、 合

唱 の 練 習 が 音 楽 科29%と あ るの は 、 ピア ノ の伴 奏 で 活 躍 した経 験 が あ る と思 わ れ る 。 また 、

鑑 賞 の 授 業 に関 して 、音 楽 科 が0%と い う結 果 は、上 記 の 無 回答 と と もに 、高 校 に お け る鑑

賞 の 指 導 法 の 工 夫 、 改 善 が 必 要 で あ る こ とを物 語 って い る 。(表2)

良 い と思 う演 奏 は ど ん な演 奏 か とい う質問 に対 して 、普 通科 、音 楽 科 と も、落 ち着 く、心 が

癒 され る とい う回 答 が 上 位 を 占め て い る。 また 、音 楽 科 の生 徒 の 意 識 は高 い 。 普 通 科 の生 徒

に 、分 か らない ・無 回答 が 多 い の は 、良 い 演 奏 につ い て 日常 的 に考 え る機 会 が 少 な いの が 理

由 で あ ろ う。(表13、14)

音楽を臆くと虐に

よいと思う演奏は

どんな演奏ですか

聲適

科箔 あなたにとって音楽

とはなんですか.

音楽

科x

1年 2年 3年落ち著く・eされる 10

心に響く・感動する 7 生虐がい ・よりどころ n m 43

濱奏技巧が優れている 4 好世 ・藁しい 工6 10 s
テンポ ・ノリがよい 10 自分を人聞として向上

させるもの 16 6 9歌擁が良い z

音が良い 8 自分を表現reる もの v 塾 11

メロディーがよい 5 身近にあるもの・生括の菖盤 11 ss n

バラード属の曲(泣 ける曲) 5 よく分からない・答えにくい 19 4 17

ソロ・サビのある曲 8 その他
.
0 3 1

伝えたいことが明確な曲 3

俵17》

その値 6

分からない・無回答
.

32

($14)

栂来音楽とどのよう

に●わってい営たい

ですか.

音楽

科駕

工年 2年 3年

暢乗音楽摩としてやって

いEた い 葡 酬 邸
音楽を聴くときに

よいと思う演奏は

どんな演奏ですか

音豪

輯駕
できれば音藁塵として

やつてい壷たい 刎 IS 4
藩ち着く ・癒される 19

趣喋として音楽とwわ って

い童たい 3 13 4

心に響く・●動する IS

演奏者の童図が明藏 10

分からない n 8 箔作曲塞の童図を正離に再堤している 5

(妻15)
個性がある 4

音がよい 7

音楽的な演費をする

ために気壱つけてい

ることはなんですか

音楽

斜驚
上手いという枝巧を■じきせない 2

臼然な音楽の湾れがある 7

感情を込める 9音楽の世界に引き込まれる io
自分のe現 したいことを

明rに 伝える 8

その他 12

分からない・無回答
.
9

自分の演奏している音t

よく聴く 6

レにつ い て の 質 問 に 対 して は 、

が音 楽 科 が37%、 普 通 科 が10%

(外 国)、 ジ ャズ が ほ ぼ 同 じで

作薗塞の意図を正碕に

再現する 8

薗の背最・スタイルe

考える 8

RRす る 7

フレーズ・音巌の流れを 4

旋穣を十分に歌う 5

演奏するとzの姿卿 3

音のイメージ・音色 ・

音の夷しさ 11

聴鍛の立｠・ 臼己賞足に

ならないように 3

w性 を磨く 3

カKな い ・臼綾体で a

その他 7

分からない・無回等 8

【普 通 科 生 徒 対 象 の 質 問 】

・生 徒 の 音 楽 嗜 好 につ い て は 、好 きな ア ー テ ィス トにつ い ての 回 答 が 個 人 、 グル ー プ 併 せ て 、

約80グ ルー プが挙 げ られ た 。各 グ ル ー プ につ い て1～2名 の 支 持 が 多 い 。 限 られ た 対 象 に 熱

中す る 傾 向 が あ る 。 この点 にお い て、 音 楽 の 嗜好 はや や 確 立 され て い る と言 える。(自 由記述)

・好 きな理 由 と して は 、歌 詞 が 良 い 、 曲が 良 い の他 、か っ こい い 、 ア ー テ ィス トの生 き方 に 共

感 で きる等 の理 由 を挙 げ て い るの が 特徴 で あ る 。(自 由記 述)こ の こ とか ら 、 音 楽 の 良 い 点

に多 方 面 か ら迫 る指 導 を心 掛 け る こ とが必 要 であ る。

・ク ラ シ ック音 楽 を聴 く理 由 と して
、 落 ち着 く ・癒 され る。 とい う回答 が 上 位 を 占 め て い る 。

この こ とは 、 ク ラ シ ック音 楽 へ の 固 定 的 な見 方 を受 け 取 れ る と と もに 、 ス トレス の 強 い現 代
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に生 きる高 校 生 の 姿 が うか が え る回 答 で あ る 。(表 ぎ)

・ク ラ シ ック音 楽 を聴 か ない とい う回 答 につ い て は
、 ク ラ シ ック音 楽 を拒 否 す る とい う よ り、

単 に興 味 や 関 心 が わか ない 、何 か ら聴 い た ら よい か分 らない 等 の 理 由 を挙 げてい る。 さらに 、

聴 く機 会 が な い 、 曲名 が 分 か ら ない の でCDを 買 え ない 、 周 囲 の 人 が聴 い て い な い等 の 回 答

か ら分 か る とお り、 身の 回 りの 環境 を原 因 に あ げ てい る。(表4)

・我 が 国 の 伝 統 音 楽 につ い て無 回 答 お よび分 か らな い とい う生徒 が60%で あ っ た
。 しか し、

この 調 査 につ い て は 、 日本 音 楽 を積 極 的 に取 り入 れ て い る学 校 で は 、生 徒 の 意識 は 比較 的 高

い との 傾 向 が 出 てい る。(自 由記 述)

・高 校 の 音 楽 の 授 業 で 取 りあ げ て ほ しい 分野 で は 、器 楽 演 奏 が も っ と も多 く、歌 唱お よび合 唱 、

創 作(作 曲)、 鑑 賞 の順 に希 望 が あ っ たが 、 領域 に 関 係 な く流 行 歌 を取 りあ げ て ほ しい とい

う意 見 が 多 い 。(自 由記 述)

【音 楽 科 生 徒 対 象 の 質 問 】

・好 きな科 目に実 技 を、 嫌 い な科 目に理 論系 の科 目を あ げ る傾 向 が み られ る が 、 〈表5、6)

全 体 と して は 、専 攻 や ソ ル フ ェー ジュ(視 唱)、 聴 音等 、音 楽 の 基 礎 に つ い て も意 欲 的 に 取

り組 ん で い る様 子 が うか が え る。

・今 後 、 勉 強 して み た い 教 科 と して 、 美術 、哲 学 な どの 芸術 の 関 連科 目 と 日本 の伝 統 音 楽 が 上

位 を 占め て い る。 また 、 音 楽療 法 、 ジ ャズ 、音 楽 マ ネー ジ メ ン ト、民 族 音 楽 な ど、多 様 な 興

味 を もっ て い る生徒 が み られ る 。(表7～9)

・地域 の音 楽 活 動へ の参 加状 況 の調 査 か ら、入 学 以 前 に ク ラブ活 動 や 、地 域 の音 楽 活 動 な ど 集

団 で音 楽 を した経 験 の な い生 徒 が33%み られ た 。(表12)

・ア ンサ ンブ ル に関 す る 質 問 で は 、 ア ンサ ンブル を通 じて 、他 者 と関 わ りなが ら、 自分 の 表 現

方 法 の幅 を広 げ 、演 奏 す る喜 び を共 有 で きる素 晴 ら しさ を感 じる 。 と回答 した生 徒 が 多 くみ

られ た 。 これ まで 、 レ ッス ンを 中心 に勉 強 を続 け て きた生徒 た ちに とっ て、 コ ミュ ニケ ー シ ョ

ンを深 め る こ とに魅 力 を感 じて い る こ とが 分 か る 。(表10、11)

・音 楽 的 な演 奏 をす る た め に気 を付 け てい る こ とは あ ります か と い う質 問 で は
、 普段 どの よ う

な指 導 を受 け て い るか 推 測 で きて 興 味 深 い 。 また 、 自己表 現 す るた め の 具 体 的 な手段 に つ い

て の 回答 が 多 く見 られ る 。(表15)

・音 楽 を専 門 に勉 強 した い とい う 目的 を持 っ て入 学 した生徒 が
、 学 年 が進 む に つ れ て 、音 楽 と

自分 との 結 びつ きを深 く自覚 して い る こ とが分 か った 。(表16、17)

・あ な た は将 来 、 どの よ う に音 楽 と関 わ っ て い きたい で す か とい う設 問 に つ い て は 、 自由 記 述

か ら意 欲 を読 み と り、4つ の グル ー プに分 類 した。(表17)

この 調 査 か ら、普 通 科 の 生 徒 で は 、 嗜好 の多 様 化 が 好 きなア ー テ ィス トに つ い て の 質 問 で 端

的 に現 れ て い る。 また 、 中学 校 の音 楽 との 関連 が 十 分 に とれ て い ない こ とに つ い て は 、 高 等 学

校 の 大 き な課 題 で あ る。 専 門 高校(音 楽科)の 生 徒 は、 日々 、真 摯 に音 楽 と向 き合 っ て い る姿

が 浮 か び 上 が って い る。 ア ンサ ンブ ル に つ い て も積 極 性 を示 して い る 。 しか し、 自分 の 将 来 に

つ い て は 、 彼 等 な りの 悩 み を抱 えて い る こ とが 回答 か ら読 み取 れ る 。今 後 さ らに 、技 術 の 向 上

と と も に、 音 楽 の 活 動 を通 じて 他者 を意識 す る こ と、 音 楽 の 本 質 を見 つ め させ る機 会 を もた せ

る よ うな 授 業 の あ り方 を工 夫 す る こ とが必 要 に な る もの と考 え る 。
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指導事例2 フェイクの手法 を使 った作曲指導 音楽1皿

1題 材 設 定 の 理 由

現 在 の 生 徒 を取 り巻 く音 楽 環 境 は、 マ ス メデ ィア に よ って作 られ て い る と言 っ て も過 言 で は

ない 。 現 在 の 、 ポ ピュ ラ ー音 楽 の 分 野 にお い て は 、 ア メ リカ の ヒ ップ ホ ップ ・カ ルチ ャ ー(注

1)の 流 れ が 、我 が 国で は 日本 語 ラ ッ プ とい う形 と な り、若 者 た ち に支 持 さ れ てい る。 一 方 で

は、1970年 代 の ダ ンス ブ ー ムの 音 楽 的 要素 が 取 り上 げ られ た り、 フ ォー ク ブ ー ムの リニ ュ ー ア

ル が 浮 上 して くる な どの 興 味 深 い 回 帰現 象 が 見 られ る。

ポ ピ ュ ラ ー音 楽 の 分 野 が 、大 き く商 業 ベ ー ス に依 存 して い る こ との是 非 は と もか く と して 、

現 代 の 若 者 た ち に とって 、ポ ピ ュ ラー音 楽 は憧 れ の対 象 であ る と言 え る。この こ とか ら、ポ ピュ

ラ ー音 楽 が 、授 業 にお け る創 作 活動 の 身 近 な モ デ ル に な るの で は な いか と考 え た。 この事 例 は 、

他 者 と共 同 す るバ ン ド活 動 を通 して 、 ポ ピュ ラ ー音 楽 の代 表 的 な 「フ ェ イ ク」 の 手 法(注2)

で 、 友 達 同 士 チ ー ム ワー ク を発揮 す る こ とで作 曲 ・表現 し、 互 い の コ ミュニ ケ ー シ ョン を深 め

る こ と をね らい と して い る。

(注1)1970年 代 後 半 か らニ ュ ー ヨー クの ハ ー レム で生 ま れ た文 化 。 ラ ップ(言 葉 の リズ

ム を使 っ た 音 楽)、 グ ラ フ ィテ ィー ・ア ー ト(ニ ュ ー ヨ ー ク の 地 下 鉄 や 壁 に ス プ

レー の ペ ンキ等 で描 か れ た絵)、 ブ レイ ク ・ダ ンス の三 要 素 か ら成 る。

(注2)一 定 の コー ド進行 の繰 り返 しの 上 に 、即 興 で メ ロデ ィー をつ け て い く手 法 。

2指 導 計 画

1学 期(8時 間扱 い)

・フェ イ クの手 法 で作 られ て い る 曲 を教 材 と して取 り上 げ
、声 で 表現 す る。

・フェ イ クの仕 組 み を説 明す る
。

Lovin'you
mvnrR㎜"邑 ㎜ 霞丁㎝

今井美樹 全曲集1(東 京音楽書院)
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・教 材 で 取 り上 げ 、歌 っ た 曲の コ ー ド進行 を使 っ てこ 歌 詞 をつ け ず に 「lalala～ 」 や 「lululu

～」 等 の ス キ ャ ッ トで フ ェ イ クす る
。次 に 、最 近 の 流 行 の 歌 の コー ド進 行 を使 って フ ェ イ

クす る 。 そ の後 、好 きな 曲の 部 分 を取 り上 げ 、 その 部 分 の コ ー ド進 行 を使 っ て フ ェ イ ク す

る。 慣 れ て きた段 階 で 、即 興 の 歌 詞 をつ け て フェ イ クす る。

2学 期(12時 間扱 い)

・バ ン ド活 動 に 向 け て 、 そ の グ ル ー プ編 成(希 望 を とる)を す る。

・ベ ー ス ライ ンを フ ェ イ クす る。 そ の際 、 べ 一 ス ライ ンを演 奏 す る時 はべ 一 ス ギ タ ー を 用 い

る 。 ま た 、 キ ー ボ ー ドでベ ー ス ギ タ ーの 音 色 を作 成 して演 奏 して も良 い 。

・バ ン ドを組 む 。 そ の 際 に必 要 な楽 器 の 知 識 、 演奏 技 術 を教 え る 。

①

②

③

④

⑤

ドラ ム の セ ッテ ィ ング 及 び リズ ムパ ター ン等奏 法 に 関 す る技 法

ギ ター の コー ドの種 類 と押 さえ方 等

ベ ー ス ギ ター ベ ー ス ライ ン と演 奏 法

キ ー ボ ー ドの音 色 の作 り方 と演 奏 法

コー ドネー ム に つ い て の知 識

・コー ド進行 の設 定 を す る 。 ドラ ム の リズ ム とベ ー ス ライ ン を決 定 。 メ ロ デ ィー につ け る 歌

詞 が 決 まっ て い れ ば 、 そ の イ メ ー ジ に合 う よ う に工 夫 す る 。

・ドラ ム の リズ ム とベ ー ス ライ ンに ギ タ ーの コー ドを加 え 、基 本 パ タ ー ン を完 成 させ る 。 次

に 、 そ の上 に声 を のせ る 。

3学 期(6時 間扱 い)

・互 い のパ ー トが演 奏 効 果 を発 揮 で きる よ う にバ ラ ンス の取 り方 を教 え る。

・効 果 を 考 え て キ ー ボ ー ドの音 を加 え る。 また 、 必要 に応 じて 、 その 他 の 楽 器 を加 え る 。

・完 成 後 、発 表 す る 。

4評 価 の観点

① バ ン ド内で、他者 の フレーズ に耳 を傾け、 自分 のアイデアを提案す るこ とがで きたか。

② 演奏効果 を考 えて工夫す るこ とがで きたか。

③ バ ン ドと して まとま りのある活動がで きたか。

④ 創作 に必 要な楽譜 や楽器の知識 ・技術 な ど基本的 な事項 を身 につけ ることがで きたか。

5仮 設検証 の視点

① バ ン ド活動 を通 して、曲を作 り上げてい くことによって、他者の音楽性 を感 じ取 り、新

たに 自分の音 楽性 に気付 いた り、協同 して音楽をつ くり上げ る能力が培われ るので はな い

か。

② フェ イクの実習 に よって自分 のオ リジナルな音楽 をつ くり出す喜び を味わえるとともに、

ポ ピュ ラー音 楽に対 する理解 を深め ることがで きるので はないか。

③ バ ン ド活動 を通 して、それぞ れのパー トの役割 につい ての理解 と相互のバ ラ ンス感 覚 を

身に付 ける ことがで きるので はないか。
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6学 習活動 の展開

指 導 内 容

【第1次 】

【第2次 】

学 習 活 動

・本時の進行予定 を確認す る
。

・ ドラ ム セ ッ ト
、 ベ ー ス ギ タ ー 、

ギ タ ー 、 キ ー ボ ー ド、 マ イ ク 、

ア ン プ等 の セ ッ テ ィ ン グ をす る 。

① ドラム の リズ ムの 確 認 をす る 。

指 導 上 の 留 意 点

・具 体 的 に確 認 させ る 。

・安 全 な運 搬 を心掛 け させ る。

・正 しい セ ッテ ィン グが で き る

よ うに 指 導 す る。

・生徒 たち 自身で課題 を発 見 し

てい くこ とが で きる よ うに配

慮す る。

・バ ン ド内 で充分 な意見 交換

の時間 を確保す る。

② ベ ー ス ラ イ ン を リズ ム の 上 に の

せ る。

BarrAmBumAm一
③ ギ ター で コー ドを刻 む 。

④(上 記 の① ～③ は録音 してお き)

時 々 テ ー プ再 生 して 聴 き 、 曲 を

作 る作 業 をす す め て い く。

・各 パ ー トの フ レー ズ の 持 ち 味

を邪 魔 しな い フ レー ズ 作 りを さ

せ る。
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【第3次 】
●げ

・最 終 的 に録 音 した もの をバ ン ド ・具 体 的 に記 録 させ 、 計 画 を立

で聴 き、 日誌に記録 しなが ら次 て させ る。

回の作 業内容 の計画 を立 てる。

・使用 した楽器、及び機 材 を片付 ・安全 な運搬 を心掛 け させ る。

け る 。

7評 価 の工夫

① 日誌 を記 入す るとともに、録音 したテープを提 出させ る。

② 完 成後、各バ ン ドごとに作品の発表を し、互 いにその作品 を聴 き合 うこ とに よ り、相 互

評価 する場 を設け る。

8考 察

「フ ェ イ ク」 に関 して は、 生 徒 た ち は最 初 、 興 味 を示 さな か っ た 。 まず 、 フェ イ クの 手 法 で

作 られ て い る歌 を聴 くこ とか ら始 め た 。 フ ェ イ クに つ い て 、例 を示 した後 、 表現 させ て み る と

次 第 に 興 味 を示 す よ う に な った 。 そ の う ち生 徒 た ちは 「鼻歌 選手 権 」 な ど とい う呼 び 名 を つ け

て 、 面 白 が る よ う に な っ た。 創 作 活 動 は本 来 楽 しい もの で あ り、 難 しい もの で は な く、 だ れ に

で もで き る もの で あ る と分 か る と 、積 極 的 に楽 器 の セ ッテ ィ ン グ をす る姿 が 見 られ た 。 ま た 、

自分 た ちの バ ン ド演 奏 の 録 音 を聴 き合 って 、 感 想 を述べ 合 うな ど積 極 的 に取 り組 む よ う に な っ

た 。 た だ 、音 楽 室 とい って も完 全 な防 音 で は ない た め 、 ドラ ム演 奏 の際 に は他 の教 室 に気 を 遣

い な が ら叩 くな ど配 慮 す る必 要 が あ っ たが 、 全 体 を通 して彼 らの音 楽性 を伸 び伸 び 発 揮 させ る

こ とが で きた 。 バ ン ド活 動 を通 して 、完 成 を 目指 して メ ンバ ー と意見 交換 を重 ね 、 相 手 の 聴

き方 感 じ方、表現意図 を知 ることで 、 自分

の音 楽性 や感性 について知 る、 とい う目標

は達 成 された。音楽 を介 して交わ され る コ

ミュニケー シ ョンは、言語で は伝 え切 れ な

い微妙 な要素 を伝達す ることがで きる。 そ

の楽 しみや価 値 を生徒た ちに味わ って もら

うこ とが これか らの課題であ る。

潮

/l口

∵瓠響轡噛
∵ 一 繍{日 瀞

重 ・ヒ ～ 盛㌦

日踏(!z}月`3}日(*曜 日(S.6}縛 間 目

作巣(20〕 時聞 目

【本時の作桑予定 】
くまみ としてコ

囎鎌携 編 綜㍊ こ弩1証臨 強、
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喬 蚊 皿 音.発

指導事例3コ ミュニケーションを通 して楽曲理解 を深め、豊 かに表現 するための合唱指導

音楽 皿

1題 材設定 の理 由

本校の生徒 は、人間関係が十分で きあがる まで、歌 った り、考えを外 に出 さない傾向がある。

第1学 年 の入学 当初や クラス替 えを した新 しい環境では、お互いに強 く意識 し合 うためか、音

楽の授業 はなかなか指導が難 しい。教師 と生徒 、生徒相互の心の距離が近 くなり、打 ち解けあっ

ては じめ て十分声 を出 し、斉唱や合唱の実技指導がで きる ようになる。 その ため 、授業の雰 囲

気づ くりに最 も注意 を払 ってい る。 また、人 間関係がで きあが り、ある程度声 を出せ る時期 に

なって も、既習 曲や よ く耳 にす る曲 には、す ぐに興味 をもち積極 的に練習 に取 り組むが 、新 し

い曲につ いては、導入 にかな り工 夫 を要する。 しか し本来、歌 うことの好 きな彼等 は、詩(歌

詞)の 内容 について話 し合 って考え を深 めた り、メロデ ィの美 しさを取 り上 げて感 じさせ る な

ど、 さまざま指導 を工夫す ることに よ り、次第 に積極 的に取 り組 む姿勢 を示す ようになる。

そ こで、合唱の授業 においては、教 師 と生徒 は もとよ り、生徒相互の コ ミュニケー シ ョンを

十分図 り、信頼関係 を育ててい くこ とが大事 であ る。 また、単 な る技術 の練 習 に偏 らず、 詩

(歌詞)に ついて深 めるな ど、他の教科 と関連付 けた りす ることで 、新 た な 自分 の感 覚 に気 付

かせ ることがで きるとので はないか思 われる。 こう した活動 を通 して、楽 曲理解 を深め豊 か に

合唱表現す ることをめ ざ し、本主題 を設定 した。

2指 導 目標

(1)生 徒 とコ ミュニケ ーシ ョンを と り、信頼関係 を深めなが ら表現す る能力 を伸ばす。

(2)詩(歌 詞)の 内容 を考えて、他人の音楽解釈 を尊重 しなが ら自己の発見 を促す。

(3)豊 か な合唱表現 を目指 し、必要 な基本的技術 を習得 させ 、合唱の楽 しみ を味わ わせ る。

(4)生 徒一人 ひと りの学 習意欲 を高め る。

3合 唱教材

「それが涙だ と言 うのな ら」 銀色夏生作詞 三善 晃作 曲

「時の旅人」深田 じゅん こ作詞 橋本祥路作曲

「TOMORROW」 杉 本竜一作詞 富澤 裕作 曲

4指 導 計 画(対 象2学 年)

◆1学 期(8時 間扱 い)

・平 易 な斉 唱 曲 や既 習 曲 を数 多 く歌 わせ
、 声 を出す こ とに慣 れ させ 、 歌 う喜 び を味 わ わせ る。

・発 声 法 の 基礎 を身 に付 け させ る
。

・ノー トを活 用 し生徒 と教 師 の コ ミュニ ケ ー シ ョンを図 った り、また生徒 相互 の コ ミュニ ケー

シ ョン を深 め る 中 で 、 どの よう に表 現 した ら よいか 話 し合 わ せ る。

・自分 の音 域 や声 質 を理 解 させ る
。

新 しい環 境 の 中 で は 、雰 囲気 づ く りが 大事 で あ る 。平 易 な斉 唱 曲 を題材 に、 また 教 科書 や 教

科 書 以 外 の 教 材 か ら既 習 曲 を数 多 く歌 わせ る。 この際 、正 しい 音 程 、 リズ ム 、腹 式 呼 吸 な ど歌
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唱 の基 本 を しっ か り押 さえ る こ とを重 視 す る 。教 材 の 例 と して は 、 「Caromioben」 や 「Lar

go」 な ど基 本 的 な 曲 を習 得 させ た り、 ポ ップ ス な どを取 り入 れ 、声 を 出す こ とや 歌 う喜 び 、楽

し さを 味 わ わせ る こ とに重 点 を 置 く。

コ ミュ ニ ケ ー シ ョン を図 る 方 法 と して 、毎 回 の授 業 の 最 後 に 、 ノ ー トを使 い 、授 業 に対 す る

評 価 を書 くよ う指 導 して い る 。生 徒 た ち は各 自思 い 思 い の コ メ ン トを書 い て くる 。 例 え ば 、

「今 日の 授 業 は、 最 高 に楽 しか っ た。」 「歌 が こん な に良 い もの だ とは 思 わ なか っ た 。」、 「進 度 が

速 くて 、音 程 が 分 か らな か っ た の で 来週 は もっ と丁 寧 に教 えて ほ しい 。」 等 の 意 見 が 見 られ る 。

中 に は 、授 業 以 外 の相 談 を して くる生 徒 もい るが 、 概 して ス トレー トに授 業 の感 想 や 教 師 へ の

評 価 をぶ つ け て くる。 そ れ に対 して 、各 ノ ー トの コ メ ン ト欄 に 、必 ず 一 個 人 と して の見 地 か ら

コ メ ン ト(返 事)を 書 い て きた 。 こ う した信 頼 関係 を育 て る指 導 の継 続 の結 果 、恥 ず か しが ら

ず に 、表 現 す る こ とが で きる よ うに な るの で は な いか と考 える 。

「負 け な い で 」 や 「少年 時代 」 等 、2部 合 唱 を取 り上 げ る際 は 、両 パ ー トと も習 得 す る よ う

に して い る 。 こ うす る こ とに よ り、 自分 のパ ー トと他 の パ ー トが 、 どの よ うな役 割 を して い る

の か を理解 させ る こ とが で きる 。両 パ ー ト習 得 す る こ とは 、 自分 の声 域 につ い て知 っ た り、4

部 合 唱 をす る 際 に 、 自分 の声 が どのパ ー トにふ さわ しい か 判 断す る基 準 とな る 。

また 、 詩(歌 詞)の 内容 に つ い て話 し合 い 、彼 らの さ ま ざ まな解 釈 を取 り上 げ る よ うに して

い る 。 こ う して 、 多様 な 感 じ方(個 性)に つ い ての 理 解 を深 め 、他 人 の意 見 を尊 重 し、 よ り深

い 音 楽 表 現 を求 め る よ う にな る と考 え られ る 。

◆2学 期(12時 間扱 い)

・発 声 の基 礎 と演 奏 の 向上 を 図 る 。

・ 「TOMORROW」 や 「そ れ が 涙 だ と言 うの な ら」 な どの3部 合 唱4部 合唱 に も挑 戦 させ る。

・そ の 曲 の作 曲者 や作 詞 者 に触 れ 、他 の 作 品 を鑑 賞 す る。

・詩 の 内容 を解 釈 し、生 徒 そ れ ぞ れ の解 釈 を尊 重 させ る。

・詩 を解 釈 す る こ とに よっ て 自己発 見 させ る。

作 曲者 や作 詞 者 につ い て調 べ た り、歌 詞 につ い て 自由 に解 釈 させ 、意 見 を交換 させ る。 また 、

音 楽 の表 面 的 な理 解 に止 ま らず 、背 後 にあ る表 現 意 図 を感 じ取 ろ う とす る姿 勢 を育 て る よ う に

心 掛 け る 。

パ ー ト練 習 で は 、音 を聴 くこ とを重 視 す る。 一 つ のパ ー トが練習 してい る と きには、他 のパ ー

トは そ の練 習 を聴 く よ う指 導 して い る。 また 、 ソ プ ラノ とア ル ト等2つ のパ ー トを組 み合 わ せ

て 練 習 す る時 は 、他 パ ー トが どの よ う な動 き を して い る の か注 意 して聴 か せ る こ とで 、全 体 の

バ ラ ンス や 自分 のパ ー トの役 割 を理 解 させ る。

◆3学 期(4時 間扱 い)

・合 唱 は あ る程 度 の人 数 が 揃 わ ない とで き ない こ とを 考 え させ る
。

・合 唱 をつ く り上 げ て い く際 、一 人 一 人 が 責任 を もつ こ とが 重 要 で 、 それ ぞ れ が 色 々 な パ ー

トと関 わ り合 うお も しろ さ を に気付 か せ 、各 パ ー トの触 れ合 い に よ っ て、 音 楽 が 完 成 して

い くこ とを理 解 させ る。

5学 習活動の展開
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指 導 内 容 学 習 活 動 指導上の留意点と評価の観点

(第1次)

○楽曲構 成 の理

解

○歌 詞 の内容 の

把 握

○演奏表 現 の工

夫

○ 「そ れが涙 だ

と言 うのなら」

の鑑賞

○詩の内容 に着 目しなが ら曲全 体 を

三つのパ ー トに分け る。

○歌詞 を読み、内容 を分析する。

○ どの ように表現 を した らよいか を

考え させる。

○ 「それが涙だ とい うの なら」 の曲

を鑑賞 し表現上の工夫が どうであっ

たか、 また気 に入 った響 の和 音が

あ ったか を書 き留め させ る。

それが涙 だ と言 うの なら

銀色夏生作 詞 三善 晃作 曲

一--2≪ い

そ」鱈 』管 だだ と
'無

垂睾ヨ・… 鶏 自II μ
響.p「一 」

_r]LアFジ

。ユ/一一 一 、崩 ㌔ i一

・'5b塗 一 11目 冒 』 響
》'皇、

fd

◆ 自主的 ・積極的 に取 り組 ん だ

かの確認

ゼ

(第2次)

○他の生 徒 の詩

の解釈の紹介

○発声練習

○パ ー ト分 け

○パー ト練習

○銀色夏 生 の他

の作 品 を紹 介

し詩 の能力 を

高 める

〇三善晃 の他 の

合唱 曲 を紹 介

す る

○ 自分 の好 きな

詩や 曲 を持 っ

て くる。

○生徒 の詩(歌 詞)の 解釈 を紹介 し

互い に考える。

○腹式呼 吸で発声練習 をす る。

音程 を正確 に とる。

SUZU無 声音、母音での発声

既習 曲の復習Caromioben、

Largo、 時の旅人 などの復習

○ 自分 でパー トを選択す る。

○音程 を正 しくとる。

○銀色夏 生の詩 を自分な りに解釈 し、

他の生徒 の解釈 を紹介す る。

○ 「緑 のたそがれ」青木景子作詞

三善 晃作 曲の鑑賞。

○記入用紙 を配布 し宿題 とす る。

また、何 故それが よいのかを書 く。

○詩(歌 詞)を 分析 してい く中

で 自分 な りの感 じ方(感 性)

を大切 にす るよう助言す る。

○姿勢、腹式呼吸 はで きてい た

か確認 しなが ら進め る。

○希望 を重視す る。

○パ ー ト練習で は他の パ ー トを

聴 き自分のパ ー トの役 割 を考

え させ る。

◆他の生徒の解釈 を聞 くこ とが

で きたかの確認。

○ 「それが涙 だと言 うの な ら」

と比較 させ感想 を書 いて もら

う。

○音楽(メ ロデ ィーや詩等)が

私 たちに どの ような影 響 を与

えてい るのかを考えて もらう。
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○全体練習 04パ ー トの重 な り合 い の お も しろ ○ その和音が どの ような和音 の

を味 わ う。 構成であ るか を確 認 させ る。

○ 自分の好 きな和音 を選 んでみる。

○ 各 パ ー トで 反 ○ どんな点に注意 して歌 うか をま と ◆ これまで の過程 を生 か して積

省点 を ま とめ め る 。 極 的な表現がみ られるか

る ○次回へ の 目的 を持 たせ る。 ◆合 唱を楽 しむことはできたか。

6評 価 の 観 点

(1)コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを図 り、 お 互 い に 尊重 しなが ら表 現 す る こ とが で きた か

(2)他 のパ ー トとの 関 わ りや 、 詩(歌 詞)を 理 解 して い く活 動 を通 して 、 自己発 見 す る こ と

が で きたか 。

(3)合 唱 に親 しみ 、楽 しむ こ とが で きた か 。

(4)自 主 的 に活 動 が で きた か 。

(5)音 楽 的 な ま と ま りが見 られ た か 。

7考 察

合 唱の授業 では、生徒 たちは既習 曲な ど、親 しみのある教材 に対 して は、積極的 に取 り組 む

姿勢 をみせる。 しか し、 な じみの薄い新 らしい 曲ではその積極性が見 られな くなる傾向がある。

その際 、導入の工 夫す ることで、 自由に詩(歌 詞)の 解釈 を させ た り、魅力的 な和 音の箇所 を

重点 的に指導す るなどす ることで、興味 を もち積極的に取 り組 む ようになる と思 われ る。

また、生徒 と教師が詩(歌 詞)の 解釈 につ いて意見 を交換 するな どコ ミュニケ ーシ ョンを図

るため に、 ノー トをこまめ に見る ように している。 この ように、 自分の解釈 に自信 をもたせ る

ことをまず重視 したい。 この後、パー ト練習で しっか り音 をとらせ て、自分の音 に自信 を持 た

せ、他のパ ー トを聴 き合い、友人 との詩(歌 詞)の 解釈 を話 し合 った りす る活動 を通 して、合

唱の完成度が一層高 まる もの と思われる。

合唱の授業 を通 して 、自分のパー トの役割や 、バ ランスを どう調整す れば音楽的かつ効果 的

であ るか考 えさせ 、試み させ ることによって、一層表現豊 かな合唱へ と仕上が ってい くと思 わ

れ る。 しか し、最終的 には、パー ト相互のかか わ りと同 じく、人 と人 との かか わ りが大事 で あ

るこ とを気付 かせ たい と考 えてい る。今 回、詩(歌 詞)の 分析 を しているなかで、生徒 たち に

自分 の好 きな音楽 につ いて発表 させ た。音楽 の詩(歌 詞)や メロデ ィーが好 きな理 由を書 かせ

た。その中には、音楽 が生活の 中で不可欠な もの、重要 なものだ と述べ た り、中には音楽 が 人

生 の支 えになっている と書 いた生徒 もみ られた。

高校生 とい う多感な時期 の揺 れ動 く感情 を、合 唱を通 して表現 するために、教 師が授業 にお

いて生徒 理解 を工夫 し、生徒 が互い に尊重 し合 うよう意見交換の場 を設 けるな どの工 夫をす る

ことに よ り、 よ り豊かな合 唱の授業が可能 になる と思 われ る。合唱の指導 は集 団表現 、一斉 指

導 が中心 ととられが ちであ るが、生徒理解 を基盤 とした教師の きめ細かい指導 の基で、個 々の

生徒 の個性豊か な表現 が生 きる合唱 という新たな魅力を引 き出す こ とが可能 になる。
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指導 事例4生 徒 が互 いに聴 き合 いなが ら自分の音 をつ くってい く三味線指導 音楽II

1題 材設定の理 由

国際化の進展が今後 ます ます加速するであろ う21世 紀の 日本を生 きる高校生 に とって、世 界

の言語・文化・技術、芸術 を身 に付 けるこ とは大切 なことである。一方 、国際化 には自国 の文

化 ・伝統 を尊重す るとい う側面があ り、我が国の文化や芸術 に触 れ、理解す るこ とが さらに重

視 され るもの と思われる。

本事 例では、我が国の伝統 楽器 の一つであ る三味線 に触 れることを通 して、生徒 が興 味 ・関

心 をもち、我が国の音 楽の素晴 らしさを発見で きる よう指導 を工夫 した。 ここでは、 まず 、 三

味線 の調絃 指導 を通 して、 自分 の楽器の音 をよ く聴 き、それ とともに他 の生徒 の音 を聴 き合 わ

せる。次 に、演奏 では、生徒が互い に音のない空 白であ る 「間」 を感 じ取 り合 わせ る指導 に重

点 を置いた。この ような、我が国の音 楽の もつ独特 な表現 を感 じ取 るこ とを通 して、我が 国 の

伝統音楽 の理解 を深め ることを重視 し本主題 を設定 した。

2教 材

長唄 「勧進帳」 よ り 「舞の合 方」(テ キス ト 野 口啓吉著 「三味線教本」音楽之友社)

他 に 長唄 「勧 進帳」 よ り 「寄せ の合方」 わ らべ うた 「たこた こあがれ」

日本古 謡 「さ くらさ くら」 民謡 「黒田節」 「安来節」(テ キス ト 同書 よ り)

3教 材観

(1)三 味線 の入 門曲 として、姿勢、バチの持 ち方 ・叩 き方、ポジシ ョン(勘 所)の 押 さえ方、

基本的 な演奏法(ス クイ、ス リ、ハジキ、ウチ等)の 指導 がで きる。

(2)物 語 と音楽、長唄 と音階、転 調(転 音階)に ついて深 めるこ とがで きる。

(3)子 供の時 に歌 った良 く知 られている旋律があ り、唄に合 わせて三味線の伴奏がで きる。

4指 導 目標

(1)生 徒 同士 お互 い聞 き合 い、曲の旋律 ・間を感 じ取 らせ る。

(2)三 味線演奏 の楽 しさを味 わわせ る。

(3)三 味線 の基本的演奏法 を習得 させる。

5指 導計画(2学 年2学 期:7時 間扱 い)

1時 間 目:基 本奏法の復習(ス クイ、ハ ジキ、ス リ等)

2〃:既 習曲の復習、新 曲 「舞の合方」の練習(最 初 ～2段 目まで)

既 習曲;「 さ くらさくら」(1年 次1学 期)「 寄せの合方」(1年 次2学 期)

「黒 田節」(1年 次3学 期)「 安来節」(2年 次1学 期)

3

4

R
U

ρ
U

7
ー

〃

〃

〃

〃 ◎

〃 ・

「舞 の合 方」(3段 目～最 後 まで)

〃

〃

〃

〃

(全 曲 を通 して)

(演奏 しに くい難 しい箇所 中心 に練習)

(個人練習の時間 を多 く取 り練習)… …本時

暗譜 テス ト
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7本 時の展開(本 時6時 問 目)

第

次

第

次

指 導 内 容

・三 味 線 準 備

・調 絃

学 習 活 動

・開 放 弦 の練 習

・基 礎 練 習

・三 味線 バ チ等 を用 意 す る。

・本調 子 で調 絃 す る。

三の糸

二の糸

一の糸

・ 「舞 の合 方 」 の

練 習

・絃 をバ チ で打 つ 練 習 。

・ス クイ 、 ハ ジ キ 、 ウ チ 、 ス

リの練 習 。

ス ク イ:叩 い たバ チ の 反 動 で

バ チ先 を す く う奏 法 。

ハ ジ キ:絃 を薬 指 ま た は 中 指

で は じ く奏 法 。

ウチ=絃 を指 の 腹 で 「ン」 と

うち響 か せ る奏 法 。

ス リ:そ の指 で指 示 され た音

まで 絃 を ス ル(ボ ル タ メ ン ト

させ る)奏 法 。

・全 曲 を通 して 演 奏 す る
。

・特 にで きて い ない 箇 所 を練

習 す る 。

指 導 上 の 留 意 点

・海 老 尾 に耳 を当 て 、 小 さ な 音

で 調絃 させ る 。

海
老
尾

・必 ず バ チ を返 させ る 。

・基 本奏 法 を体 得 させ る。

・ス ク イ な どで 速 くな る の で 数

え方 に注 意 させ る。

・間 を意 識 させ る。

望恥航
ゐ 泌 rrコf

nv
タ'存 存 唇 2#再

竃

竃

雪皆9
4 藝 llll

置

i
v サ

ドンチンチンチン

90

]臼
チ リトチ チ リ ン チ チチン

2 "一 一

…a.・ 斜楕0
==e一

4 皿

騰e-一 亀 騨

ノ.=
・

顎響 II
Oo Ω ξ問牽甑
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・長唄にお ける音

階 と形式の理解

・ま と め と し て

「寄せの合 方」

「舞 の 合 方 」2

曲を通 して演奏

・ 「勧 進 帳」 の物 語 を読 み 、

情 景 を理 解す る 。

・ 「寄 せ の合 方」1回

「舞 の合 方」2回 続 け て 演

奏 す る。

・長 唄 の楽 し さを感 得 させ る。

・物 語 を読 ませ る 。

・2回 目の 「舞 の合 方 」 は 速 め

に演 奏 させ る 。

第

三

次

・ 「さ くらさ くら」

の演 奏

・「黒 田 節 」 の 演

奏

・ 「安 来 節 」 の 演

奏

・後 片 付 け

・二 つ の パ ー トの分 け て合 奏

す る。

・本 調 子 を二 上 が りに して 調

絃 す る。

n上 り轡 靴 舜・・劇

・交代 でパ ー トを演 奏 させ る 。

・二 の 糸 を全 音 、 音 を高 く させ

る。

・あ らか じめ 鳴 り物 担 当 の 生 徒

を決 め て お く。

・樟 を よ く拭 か せ る。

F
遺…1
塾り1鞭 層F
v7卜nl

8F鉾8

n
v

0
h

,・

●

e㈲

・鳴 り物(締 め 太 鼓 、小 鼓 、

大 鼓)も 加 わ り合 奏 す る 。

本調 子 に戻 す 。

・三味 線 を元 の 位 置 に戻 す 。

8評 価 の観点

(1)長 唄や民謡 を楽 しんで演奏 で きたか。

(2)基 本 的な演奏法 を間違 えずに三味線 を演奏す ることがで きたか。

(3)日 本 的な 「間」や音 を生徒 が互いに聴 き合い なが ら感 じ取 る ことが で きたか。
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9考 察

邦楽 を授業 で積極 的に と り上 げている本校で も、邦楽 を学習 する事 に困惑する生徒がいた り、

馴染 めない生徒 が一部見 られる。 このよ うな生徒 に一方的に 日本音楽 を押 しつ ける事 はで きる

だけ避 ける よう配慮 している。そ こで、三味線の導入の仕方 として、次の ようなさ りげない環

境づ く りを心掛 けている。音 楽室 の壁 に三味線 を掛 けてお き、生徒が音楽室 に来て 自由に演奏

す るこ とが で きる ように している。こ うした何気 ない きっかけを与 え るこ とで 、生 徒 に 、 「こ

れは何 だろ う」 「たぶ ん三味線 とい う楽器だ」 とい う興味 を もたせ、「ち ょっ と音 を出 してみ よ

うか」 とい う気 に させ る ように している。

調絃(チ ューニ ング)す る時は、キーボー ドの音 をよ く聴 く必要があ る。最初の頃 は方 法が

分か らず 、なかなか正 しく合 わせ るこ とがで きなか ったが、繰 り返す うちに、何 とか正確 な音

に合 わせ たい と意欲 が出て くる ようである。その結果、多 くの生徒 は調絃への意欲が向上 した。

しか し、中には繰 り返 し学習 して も、キーボー ドの音に合 わせ られない生徒が何人か見 られる。

その ような時には、調絃 で きている生徒 の音 をよ く聴 くように促す 。こう した活動の 中で 、次

第に合 っている音 、合 っていない音 を生徒 自身が体感で きる よう工夫 した。

また、三味線 の音楽 には、我が国の伝統音楽特 有の 「間」 とい うものがあ る。 これ は西 洋音

楽 にお ける楽譜 の休符 に相 当す るが、五線紙 に定量 的に書 き表せ ない ものであ る。その 「間」

を経験 し感 じ取 るこ とは、 日本音楽の理解 を深めるために不可欠であ る。 こう した 「問」 は他

の我が国の伝統音楽 に も見 られ、間 を感 じる指導 を通 して、我が国の文化 を理解 させる きっか

け を与 えるこ とがで きると考 える。「間」の違 っている生徒 は、一斉 に演 奏 して いる 中で も、

次 第 に自分がずれてい るこ とに気づ くようになる。そこでその場で、その生徒 は他 の生 徒 の音

を聴 くことで 、正 しい旋律、正 しい 「間」 を体得す るこ とがで きる。 こう した 「間」 を感得 す

る ことで、結果的 に、互い に音 を聴 き合い、演奏 を楽 しめ るようになる と思われる。

また、伝統音楽の楽譜 を経験 する ことも貴重 な経験であ る。最初、慣 れない生徒 に とって、

文化譜(三 味線の楽譜)を 見て演奏 する ことは、難 しい と感 じるようである。 しか し、繰 り返

し教 師の演奏 を聴いた り、生徒 が互 いに聴 きあってい くにつれて、文化譜 に も慣 れて、か な り

上 達 した。 この ように、苦労 を重 ねて一 曲が演奏で きるようになる と、今度 は 「他 の曲 も演奏

してみたい」 とい う意欲の向上 が見 られた。

こう した活動 を通 して、生徒 たちは、調絃 した り、他の生徒 と音 を聴 き合 い 、 「間」 を感 じ

なが ら三味線 を演奏する ことで、音 楽を表現す ることに自信 を もつ と思 われる。この こ とは三

味線 以外の音楽 を表現 した り、つ くった りす ることにも良い影響 を与 えるのではないだろうか。

こう した活動は、 自我の確 立する時期 の高校生 にとって、大 いに意義 のあ る活動であ ると考 え

る。 しか し、今 後の課 題は、邦楽 に馴染め ない生徒 に対 する指導 の在 り方 である。その ため に

は、我 が国の伝統音 楽を演奏 、理解す る意義 について生徒 たちに考 えさせ るような指導 を工 夫

してい きたい。

一19一



指導事例5 生徒 が 自由に作 り上 げる課題学習 音楽III

1題 材設定の理 由

生徒一 人一人 の音楽嗜好 、音楽経験、音楽環境 の多様化は進展 してお り、授業への要求 も様々

で ある。そ うした状況 の中、教 師主導の一斉授業 だけで は、個々の生徒 の要求 を十分満 たす こ

とは難 しい。 また、生徒 が協力 し合 い、相互 にコミュニケーシ ョンを図 りなが ら、音 楽 をつ く

り上げ る活動 を導 きに くい。 また、一部の生徒 は、特定 の分野では教師 を凌 ぐ知識や技 能、音

楽 に対す る価値観 を もち、必ず しも教 師か ら伝達 された音楽 だけが絶対ではないと考えている。

芸術 の授業 は、彼等の個性が尊重 されるのに最 もふ さわ しい場であ る と考 える。今 後 は、多 様

な音楽文化 のご く限 られ た部分 を伝 達す るこ とよ りも、感性 に合 う音楽 を自 ら選択 し、自己の

内面 に育 てる とともに、生活 を豊か にするこ とが よ り重要 になって くる と思 われる。そこで 、

生徒 に好 きな活動 を選択 させ、個性 を十分 尊重 しなが ら自由 に活動 させ るこ とを通 して、音 楽

を表現 した り、興 味のあるテーマ を設け、音 楽についての知識 を探 求 させ る ことを試 みた。 こ

の活 動 を通 して、① 自分 と音楽のかかわ り方 を発見す る。② 生徒 が相互 に協 力 し活動 を進

め、成果 を発 表 し合 うことで、互 いをよ り理解 し自他の良 さを発見す る。③ 教 師が生徒 一 人

一 人の理解 を深 める。以上 のこ とを 目指 し、本題材 を設定 した。

2指 導 目標

(1)自 由な活動 を通 して音楽 の楽 しさを味 わわせる。

(2>自 分の好 きな音楽や、興味のある音楽活動の形態 を発見 させ る。

(3)活 動の過程 を大切 に し、他の生徒 と協力 し創意工 夫 しなが ら目標 を達成 させ る。

(4)自 己の良 さを発見 し、自信 を持 たせ る とともに、他の生徒 の良 さに も気付かせ 、尊重 す

る態度 を育 てる。

3指 導計画(対 象1・2学 年10時 間扱 い)

(1)活 動 の趣 旨を説 明 し各 自の課題 を設定 させ 、活動計画表 を提 出 させ る。(1時 間)

(2)そ れぞれの計画 に基づ き活動 を進め させる。(約7時 間)

(3)活 動の まとめ として発表会 を行 う。(約2時 間)

4評 価の観 点

(1)意 欲的 に活動 を楽 しむ ことがで きたか。

(2)自 分の好 きな音楽や、 自分 に合 った音楽の楽 しみ方を発見で きたか。

(3)他 の生徒 と協力 し、創意工 夫 しなが ら活動で きたか。

(4)他 の生徒 の良 さを発見 し、尊重 し、 自信 を深め られたか。

5学 習活動 の展 開 と状況

(1)課 題設定

最 も興味のある課題 を自由に設定 させ、演奏 か研究(創 作 を含 む)の 活動 を行 う。内容、

ジャンルは 自由。演奏する曲は既成の曲で も自分 たちの創作 、編 曲で もよい。途 中2回 の

中間報告書 を提出 させ、活動 の自己評価、変更点 を報告 させ るとともに、教師は毎時 間各

グルー プや個人の活動 を見て回 り、助言、援助 を行 い、進行状況 を把握 した。

(2)演 奏 と研 究の選択
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2年 生 では、78%の 生徒が演奏 を、22%の 生徒 が研究 を選 んだ。1年 生では、演 奏が95

%、 研 究が5%で 、 どち らの学年 も大半の生徒 が演奏活動 を選 んだ。

(3)演 奏 を選んだ生徒 の演奏形態

2年 生:独 唱1%合 唱26%独 奏2%合 奏38%合 唱 と合奏の混合20%バ ン ド13%

1年 生:独 唱2%合 唱32%独 奏3%合 奏49%バ ン ド15%

2年 生 では ヴオーカルに リコーダーや小打 楽器の合奏 を組み合わせる形態が 目立ち、 多

くは創作 を伴 った。

(4)演 奏 で取 り上 げ られた曲 目

カ ン トリー ロー ド 夜 空 ノ ム コ ウ イエ ス タデ ィワ ンス モ ア グ リー ンス リー ブ ス

憂 色 星 に願 い を 空 も飛 べ る はず エ ー デ ル ワ イ ス 帰 れ ソ レ ン トへ

想 い 出 が い っ ぱ い 夢 路 よ り 青 春 の輝 き サ ボ テ ンの 花standbyme未 来へ

Ifweholdontogetherま す ア メ リ カ ンパ トロ ー ルOverdriveJudyandMary

TrueLoveSing少 年 時代 君 が い る だ けで 四季 よ り 「冬 」 第2楽 章

四 季 よ り 「春 」 第1楽 章tomorrowneverknowsジ ング ルベ ルtopoftheworld

RainingsebbencrudellCaromiobenピ ア ノ ソナ タK332Wish他

(5)器 楽 で用 い られた主 な楽器

ピ ア ノ 、 エ レ ク トー ン 、 ギ タ ー(ク ラ シ ッ ク 、 フ ォ ー ク 、 エ レ キ)、 リ コ ー ダ ー(ソ プ

ラ ノ 、 ア ル ト テ ナ ー 、 バ ス)、 ドラ ム セ ッ ト、 木 琴 、 鉄 琴 、 オ カ リ ナ 、 ク ラ リ ネ ッ ト、

す ず 、 タ ンバ リ ン な ど の 小 打 楽 器

(6)研 究 を選 ん だ者 の 研 究 テ ーマ

ベ ー トーベ ンの生涯 と交響 曲 民族主義の音 楽 シユ ーベ ル トについて 私たちが選 ん

だ4人 の作 曲家の生涯8人 の作 曲家の生涯 と影響 を及ば した人々 過渡期 の音 楽 ビー

トルズ について、 カーペ ンターズ シユ ーマ ンについて 弦楽器の歴 史楽器について の

レポー ト(歴 史 ・分類)よ い響 きを得るためのホールづ くり 等

6教 師 の 指 導 ・助 言 ・援 助

活 動 の 過 程 にお け る教 師 の 指 導 、 助 言 、援 助 は次 の よ うな もの で あ っ た 。

(1)選 曲や 曲 目変 更 につ い て の ア ドバ イ ス

(2)編 曲の ア ドバ イス 、 手 伝 い 、 副碇 律 や オ ブ リ ガー トの作 成

(3)楽 譜 や 文 献 の 入 手 方 法 の ア ドバ イ ス 、 出版 され て い な い 楽譜 の作 成

(4)合 奏 、 合 唱 の ハ ー モ ニ ー や リズ ム で合 わ ない 箇所 の指 導(生 徒 か らの要 請)

(5)合 唱 の グル ー プの 発声 指導(生 徒 か らの 要 請)

(6)練 習 方 法 につ い て の ア ドバ イ ス
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7活 動 展 開事 例

(1)楽 器 の上 手 な生 徒 が 他 の 生 徒 を教 え た例(1年 女 子3人)

吹 奏 楽部 で ク ラ リネ ッ トの 経験 の あ る生 徒 が 、 基礎 か ら初 心 者 の生 徒 に教 え 、簡 単 な 旋

律 が吹 け る よ うに な っ た。 しか し、技 術 的 に高 度 な 曲は 難 しい の で 、 シユ ーベ ル トの 「ま

す 」 の旋 律 を演 奏 可 能 な調 に移 調 して演 奏 した。 そ の 後 、多 小 技 術 が 向上 した の で 、 部 分

的 に3部 に編 曲 してハ ーモ ニ ー をつ け て演 奏 した。

(2)小 さな きっ か け か ら課 題 を発 見 した例(1年 女 子3人)

初 め 課題 が見 つ か らず 木 琴 を弾 い て 遊 ん でい た。一 人が ア ニメ 「魔法 使 いサ リー」 のテ ー

マ ソ ン グ を弾 い た と ころ 、 もう一 人 が ベ ー ス音 を弾 き出 した 。 そ こで 、和 音 で リズ ム を作

る こ と を助 言 した と ころ 、 コ ー ドを工 夫 して伴 奏 パ ー トを作 り、 木琴 の合 奏 を完 成 した 。

長 い音 を維 持 す る の に トレモ ロ を使 うな ど、奏 法 の 工 夫 が見 られ た 。

(3)一 般 的 な合 奏形 態 で は な いが 、 自分 の好 きな楽 器 を生 か し工 夫 した例(2年 女 子2名)

オ カ リナ を好 きな生 徒 が 、 オ カ リナ を使 っ て演 奏 したい と希 望 した の で 、他 の生 徒 が 音

色 の 合 う ソプ ラ ノ リ コー ダーで 合 わ せ る こ とを考 え た。 こ う した編 成 の 楽譜 は 出版 され て

い ない の で 、 「君 をの せ て 」 を 自分 た ち で2部 に編 曲 して演 奏 した 。

(4)CDの 演 奏 を聴 い て発 見 した こ とを 自分 た ち の演 奏 に生 か した例(2年 男 子6人)

「夜 空 ノム コ ウ」 を選 曲 し、 ギ ター 伴 奏 で歌 うこ とに した 。CDを 聴 い て練 習 す る うち、

2部 に な って い る部 分 を発 見 し、 自分 た ち も2部 に分 か れて 歌 う こ と に した 。 副 旋 律 を聴

き取 り、2部 の ハ ー モ ニ ー をつ くる とと も に、前 奏 に ウ イ ン ドチ ャ イム の音 や 、 裏 声 の オ

ブ リ ガ ー トも再 現 し、聴 く者 を楽 しませ た 。

(5)合 唱 の メ ドレー を 自分 た ち でつ くった 例(1年 生 女 子8人)

最 初 、 曲 を絞 り込 め な か っ たが 、 ク リス マ スが 近 か っ た こ とか ら、 ク リス マ ス ソ ン グ を

メ ドレー に編 曲す る こ と を思 いつ い た。 曲の テ ンポ や 明暗 の 感 じか ら曲 順 を考 え 、女 声2

部 の ハ ーモ ニ ー を 自分 た ち で編 曲 しなが ら練 習 を進 め た 。最 終 的 に は、 鈴 な どの 小 打 楽 器

を加 え 、雰 囲 気 豊 か な オ リジ ナ ル ク リス マ ス ソ ング メ ドレー を完 成 した 。

(6)既 成 の 編 曲 を基 に 自分 た ち の技 量 に合 った合 奏 を つ くっ た例(1年 男 子7名)

「Truelove」 を ソプ ラ ノ、 アル ト、 テ ナ ー、 バ ス の4部 に編 曲 した 楽 譜 を 使 用 して 練

習 して い たが 、 内声 部 の伴 奏 の リズ ム型(分 散和 音)が 技 術 的 に難 し く合 わ せ ら れ な か っ

た 。

練 習 を進 め る 中 で 、 コ ー ドの構 成音 で あ れば リズ ム を変 え て もハ ーモ ニ ーが 保 た れ る こ

とに気 付 い た 。 そ こで 、 自分 た ち に演 奏 可 能 な リズ ム 型 を作 り、合 奏 を完 成 させ た 。

8考 察

発 表 の 時 間 は 、担 任 を招 き大 い に盛 り上 が り、他 の生 徒 の演 奏 を好 意 的 に聴 く姿 が見 られた。

学 年 末 の ア ンケ ー トで は 、「この活 動 を また 是 非 や りた い」 との 意 見 が 多 か っ た 。 全 体 を 通 し

て 、生 徒 間 、教 師 と生 徒 間の コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ンを、 一 斉授 業 と比 べ て よ り深 め る こ とが で き

た 。 しか し、 「美 的 な もの の探 求 」 と気 楽 に表 現 す る 「楽 し さ」 との ジ レ ンマ が課 題 と して残 っ

た 。 高校 生 の発 達 投 階 に お い て、 ただ 楽 しい とい う段 階 に と ど ま っ て い て よ い はず は な く、さ
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表現 を深 めた り、発展 した指導 を行 う必要がある。これはぐ音楽の教科 としての存在 意義 とか

か わる大 きな問題 である。また、この ような活動 では、仲 間 との意志疎通が活動の成否 を決 定

す るが、仲 間 と十分 コミュニケーシ ョンを図れ ない者 が意外 に多 くみ られた。その他 、音 楽室

以外 で音 を出す 活動が難 しいので、互 いの音が混 ざ り合 い、 自分の音 を聴 き取 りに く く、練 習

を進 め に くいな ど施設面の問題があった。

この活動 を通 して得た最大の成果は、教 師の生徒 の一人一人に対す る理解が深 まった ことで

ある。一斉授 業の 中で は気づか ない、彼 らの能力の高 さに驚か された り、生徒 の人間関係 や一

人一人の性格、 グループ活動 におけ る他者 との関わ り方や、 日常 的に音楽 とどの ように関わ っ

てい るか な どにつ いて、新 たに知 ることがで きた。この活動 によって得 た個々の生徒の情報 は、

その後 、教材 の選択 や、授業内容や活動形態の工夫 に生かす ことがで きた。
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IV研 究のまとめと今後の課題

1研 究 の まとめ

今 年度の砥究員は 「音楽 を通 して、生徒が互いに尊重 し合い自己発見 を促す授 業の在 り方」 を

研 究主題 に研究 を進めてきた。この主題に至 るまでの道のりは長かった。この過程 は研 究 の経過 に

詳細 に述べられているとお りである。委員一 同、生徒 の実態が大いに異 なるという、正 に多様 化 を

実感することから研究 を開始することとなった。当時検討 した内容 は次 のものである。① 生 徒理

解 の必 要性 ② 生徒 に授業 で何 を身 につけてほしいか。③ 生徒 の多 様化 ④ 生徒 を取 り巻

く音楽環境 ⑤ 専門高校(音 楽科)の カリキュラム こうした課題 は各 委員 の事例 に含 んであ

るが、多様化 については、調査研究の必要性 を感 じたので、事例1と して独立 させた。 また、研 究

の過程で、検 討に時間 を要 したのは生徒 を取 り巻 く 「音楽環境」 についてである。 これについては、

まだ、明確 な結論 は出ていないが、事例1の 高校生の音楽嗜好調査からある程度読 みとることがで

きた。

【事例1】 高校生の音 楽嗜好が多様化 している実態 を把握 するため、アンケー トを実施 した。 ま

た専門高校(音 楽科)に おいては、音楽 を取 り巻 く社会の変化 に対応 した専 門教 育 の在 り方 を検

討するための資料 として、生徒の音 楽観 やカリキュラムについて調査 を行った。

【事例2】 生徒 に興味 ・関心の高いポピュラー音楽 を教材 として用 い、 生徒 同士 互 いのコミュ

ニケーションを深めることをねらいとした。バ ンド活動 を通 して創作活動 していく中で意欲的に活 動

に取 り組 み、活発 な意見交換がみられ、相手の聞 き方 、感 じ方、表現意 図を知 り、最 終 的 に自分

自身の感性 を認識することができた。

【事例3】 合唱指導 における授業 の在 り方の研究であった。合唱の基本 は自分 のパー トをしっか

りと歌い上 げるとともに、他 のパー トを聴 きながら自分のパー トの重要性 を理解 することである。 こ

こではこうした基本 を踏 まえて、歌詞の意味を生徒 に考 えさせ、意見交換する指 導 を工夫 すること

で、一層表現が深めることができた。

【事例4】 三味線の演奏 を通 し、生徒が互いに音 を聞 きながら日本音楽のもつよさを理解 してい

く指導であった。調絃する活動の中で、音へのこだわりを感 じ取 り、演奏 する際 は互 いに音 を聴 き

合 うことで、我が国の伝統音 楽独特 の 「間」 を体験 させることがで きた。 こうした活 動 を通 して、

三味線 に親 しみつつ、表現 を深めることがで きた。

【事例5】 生徒一 人一 人の音楽的関心が多様化 していることから、個 々の生 徒が好 む音 楽 を自

由に探究 させ、授業 を展開 していく試みであった。一斉授業 では目立たない生徒が意欲 的に活 動 し

たり、生徒 同士が協力 して楽 しんで音楽 をつ くってい く姿がみ られ、教師の生徒一 人一 人 に対 する

理解 を深 めることができた。

2今 後の課題

合 唱や合奏 など、多 くの生徒が一 つの表現 に向かって取 り組む時 、本 来一 人一 人異 なる生徒 の

感 じ方や個性 をどう全体の音楽表現に生 かすか。生徒 間、教師 と生徒 のコミュニケーシ ョンをより

一層 図 り、音楽 をつ くりあげる喜 びを味 わわせるには指導方法 をどう工夫 するか。 楽 しさと表現 の

深 まりをどう両立 させてい くか。我が国の伝統音楽の素晴 らしさをどう授 業 で広 めてい くか、 こう

した課題 が今後の課題 として残 った。今後 、各授業実践 において研究 を継続する。
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